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学 内 規 則
富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和54年9月6日
富山大 学長 柳田 友道
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富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則
富山大学物品管理事務取扱細則（昭和 35 年4月2 2日制定）の 一 部 を次のように 改正する 。
第 15 条 第 3項中「うえ」 を「上」に 改める 。
第 33条を次のように 改める 。
第33条 物品の 検査は， 定期検査（毎年度 10月1日から 10月9 日までの 間｝及び物品管理官等， 物品出納官又は
物品供用官（以下「物品管理職員Jという。）が交替する とき並びに 学長が必要と認める ときに実 施する 。
2 前項の 場合に おいて， その 検査が物品管理官等に係 る ものである ときは， 学長が命ずる 職員を， その 検査が
物品出納官又は物品供用官に 係 る もの である ときは， これらの 職員が所属する 物品管理官等又はその 命ずる 職
員を それぞれ検査員とする 。
3 第l項の 検査に は， これ を 受ける 物品管理職員が立ち会うもの とし， 自ら検査に 立ち会う ことができないと
きは， 代理者又はその 他適当な者を 立ち会わせなければならない。
4 検査員は， 第 1項に規定する 検査を したときは． 速やかに 別紙 第 19 号様式の 検査 書 2通を 作成し， その 1通
は， その 検査を 受けた物品管理職員に交付し， 他の 1過は， 当該検査を 命じた 者に 提出しなければならない。
附 則
この 細則は， 昭和54年9月6日から 施行する 。
富山大学工学部規則の一部改正
富山大 学 工学 部規則の 一 部 を 改 正する規則を次の とおり制定する 。
昭和54年9月27日
富山大 学長 柳田 友道
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富山大 学工学部規則（昭和 25 年1 2月15 日制定）の 一 部 を次のように 改正する。
別表電気工学 科 の表の専攻科目中
「｜情 報 理 論I 2 II J を 「｜情 報 工
「 ｜電 子 演 算 工 学 第 1 I 2 11 「｜ 情 報 処 理I I I I を ｜｜ 電 子 演 算 工 学 第 2 I 2 11」 ｜ 情 報 処 理
第
第 るめ改
t，J 内LnLη4学2
プ ログラミング及び演 習
別表工業化学 科 の表の 関連科目中
「｜応 用 物 理 学I 4 I Jの次に 「 1プ ログラミ‘ング及び演習I 2 I II I I を加える1情 報 処 理I 2 I」
別表 金属 工学科の表の 関連科目中
「｜｜電 気 工 学 概 論I 3 I を
｜ 工 業 化 学 概 論I 3 I J 
工 業 化 学 概
電 気 工 学 概
’｜育 報
に改め，処
プ ログラミング及び演習
「 ｜｜ 自 動 市lj 御1 2 I Jを削る 。
別表機械工 学科の表の 関連科目中
「II 電 子 計 算 機I 2 I」 を 「｜プ ログラミング及び演 習I 2 I」 に改める 。
別表生産機械工学科の表を次のように 改める 。
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生 産 機 械 工 学 科
授 業 科 日 単位数 授 業 和十 目 単 位 数
専攻 科 目 関 連 科 目
応 用 数 学 第 1 4 応、 用 物 理 学 4 
応 用 数 学 第 2 2 内 燃 機 関 工 学 4 
工 業 力 寸品ιー 4 伝 圭九 工 企寸b"ー 2 
キオ 料 力 7ふ主＇： 4 電 気 I 学 概七西手ム岡 3 
7.k 力 学 4 電 気 ；工 学 2 
工 業 熱 力 ，一p山． 4 女・.＆..... 全 工 学 2 
機 械 設 学 4 ゴド 金 属 キオ 料 学 2 
機 械 力 主寸u．ー 4 プ ログラミング及び演習 2 
機 構 ＝』v、子主，寸， 4 生 産 管 理 2 
切 自リ 力日 工 学 4 日Q日 質 管 理 2 
干す 殊 力日 工 主寸ゐー 2 工 業 英 量ロ五口 2 
精 窓、 力日 工 学 2 工 業 ド イ 、、F 量ロ五口 2 
工 作 機 械 4 工 業 ロ ン ア 圭ロ五ロ 2 
塑 1士 力 ，一竺会， 4 
塑 性 力目 工 ''¥: 2 
機 械 キオ 料 学 4 
キオ 料 P虫 度 学 2 
精 密 i則
r丸a」三？ がーは忌． 4 
計 iff!J 工 ，ー＂－φ会ー・ 第 1 2 
五十 iftll 工 学 第 2 2 
5十 iM 工 ’＇！｛：－ 第 3 2 
市lj 倒l 理 ii＇岡" 4 
命lj 御 要 素 第 1 2 
市I] 徒H 要 素 第 2 2 
市lj 御 要 素 第 3 2 
j閏 滑 工 学 2 
生 産 機 械 工 学特 論
生 産 機 械工 学 輪 読 2 
0機 械設 計 製 図第 l 2 
o機 械設 計 製 図第 2 2 
0機 械設 計 製 図第 3 2 
0機 械設 計 製 図第 4 2 
0生 産 機 械 工 学 実 験 4 
0生 産 機 械工 学 実 習 2 
。卒 業 －長A岡 文 10  
備考 I 生産機械工学特論の 単位数は， 必要に応じて定める。
2 0印は， 必修 科目
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「10化 学 工 学 設計製 図I 3 11」 を 「IO化 学 工 学 設計製 図I 2 11」に改め ，
「｜拡 散
操
作 f;A 岡 第 2 I 2 11 J , 「｜粉体基礎工 学 第 2 I 2 11 J , 
「｜計 算 機 応 用I 2 1 」， 「｜環 境 化 学 工 学 I 2 II J及び
同表関連科目中「｜｜自 書j 市lj ｛卸 概 論｜ 2 I Jを削る。
別表電子工学科 の表の専攻科目中
「｜電 子演算工 学 及び 演 習I 3 11」 � 「 ｜電 子演算工学 第 1I 2 ljに改める
｜ 電子演算 工 学 第 2 I 2 II J 
附 則
1 この規則は ，昭和54 年 10月 1日から施行する。
2 昭和5 3 年度以前の専門教育課程移行者 については，なお従前の例による。
富山大学大学院工学研究科規則の一部改正
富山 大学大 学 院工 学 研究科規則の一部改正 する規則を次のとおり制定 する。
昭和54 年 9月27日
富山 大学長 柳田 友道
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則
富山 大学 大学 院工 学 研究科規則 （昭和42 年 5 月 19日制定） の一部 を次のように改 正する。
第l条中「富山 大学 大学 院学 則 第36条 」を「 富山 大学大 学 院学 則 第3 8条」に改める。
号IJ表 各 専攻 共通の項中
「｜応用数 学演習I 2 I Jの次に 「｜情報処理特論I 2 I」を加える。
附 則
この規則は ，昭和54 年 10月1 日から施行する。
富山大学質量分析装置室運営規則の廃止
富山 大学 質量分析装置室運営 規則を廃止する規則を次のとおり制定 する。
昭和54 年 9月27日
富山大学質量分析装置室運営規則を廃止する規則
富山 大学 質量分析装置室運営 規則（昭和48 年 6月25日制定） を廃止する。
附 則
この規則は ，昭和54 年 10月1日から施行する。
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富山大学質量分析装置室運営委員会規則の廃止
富山大学質量分析装置室運営委員会規則を 廃止する規則を次のとおり制定する。
昭和54年9月27日
富山大学長 柳悶 友道
富山大学質量分析装置室運営委員会規則を廃止する規問
富山大学質量分析装置室運営委員会規則（昭和48年 6月25日制定 ） を 廃止する。
附 則
この規則は，昭和54年 10月 1日から施行する。
諸 ..0、':z:t 
昭和54年度 第7回評議会（9月27日）
ζ報告事項〉
議
(1) 昭和55年 度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程）入学試験合格者の 判定に
ついて
(2) 昭和55年 度富山大学大学院 工学研究科（修士課程）
推薦入学者の 選考について
(3) 教官人事について（工学部 ）
(4) 富山大学教養部 規則の 一部改正について
(5) 富山大学学生の 水泳事故について
(6）工学部移転促進小委員会について
ζ審議事項〉
(1) 富山大学大学院 工学研究科規則の一部改正（案）に
ついて
(2) 富山大学 工学部規則の一部改正（案）について
(3) 富山大学質量分析装置室運営規則の 廃止について
(4) 富山大学質量分析装置室運営委員会規則の 廃止につ
いて
(5) 昭和54年9月卒業及ぴ修了者の認定について
(6）再入学について（ 工学部）
人 事 異 動
欝 発令年月日 氏 名 発令前の 所属官職 異 動 内 f:玄｝： 任命権者
54. 8. 20 堀 内 道 子 技能補佐員（ 庶務部 庶務課電話交換手） 富山大学長
54. 8 .  24 黒 凹 智子 臨時用務員（工学部作業員） II 
54. 8 .  27 Jll 西 洋 子 事務補佐員（人文学部 ・理学部） II 
54. 9 . 1 小 畑 正 明 助教授（理学部） 文 部 大臣
採用 II 見 角 光 子 臨時用務員（教育学部炊婦） 富山大学長
II 塚 原 美 幸 事務補佐員（附属図書館） II 
54. 9 3 竹 森 義 雄 II II II 
II 藤 木 禰三郎 II II II 
54. 9 20 佐 藤 末知子 II （教養部） II 
昇任 54. 8. 1 清 水 建 次 講師（教育学部） 助教授（教育学部） 文 部 大臣
- 5 
昭和54年8月・9月号 品国チ比 報 第193 号
54. s i I 新 田 隆 信 教授（経済学部） 評議員（期間54 8 1～56. 1 31) I 文部大臣
併任｜ II ｜武 暢 夫 II II II II II II 
II ｜ 佐 伯 信 男 文部事務官（施設課） 富山工業高等専門学校会計課 （期間弘 8. 1 ) 専富山門工学業校高等長～55. 3 31 
54. 8 3 1  I辻i幸良 夫｜事務補佐員（ 附属 図書館） 辞職を承認 富山大学長
辞職 1 54. 9.3 0 1 平 野 誠 一 I技能補佐員 ／（経自理動部車経運理転課手！) II II 
II ｜各 務 進 事務補佐員 （工学部） II II 
54. 8. 1 黒 田 智 子 臨時用務員（工学部炊婦 ） 54. 7 . 31限り退職 富山大学長
退職
54. 8 . 19 佐 藤 末知子 事務補佐員 （教養部） I 54. 8 18 II ” 
学 内 諸 報
富
山
大
学
公
開
講
座
昭和54年度富山大学公開講座が， 人文学部及び教育学部
において下記のとおり開講された。 また10月2日から教養
部において開講の予定である。
人文学部公開講座
講座の名称 世界の言語と文学
開設期間 昭和54年7月9日～8月9日（24日間）
18時～ 20時
対 象 一般市民
講義内容
講 師 題 目
藤井 一行 ｜ 社会主義体制と表現の自由の問題
矢津 英一 ｜ ドストエーフスキイの世界 とチェーホフの世界
寺津 典子｜ 亨
平田 純 ｜ イギリスの」とば・アメリカのことば
奥田平八郎 ｜ 詩と真実
石田 安弘 ｜ アメリカ 文学における神 人間・自然
北村 純一 ｜ 民衆の歌による一つのドイY研究
提山 淑郎 ｜ ドイソ文学の特質について
山口 博 ｜ 平安朝文献からみた万葉成立論
梶井 捗 ｜ 日本統治下の朝鮮語と朝鮮文学
山崎 幸雄 l 日本語の世界観一日櫛操論入門一
勝野 良 一 ｜ 夢のなかの宝きがし一切でフランス冒険小説一
佐藤 進 ｜ 貯音の歴史をさくる
三宝 政美 ｜文学者と家族一社南と魯迅の場合一
教育学部公開講座
講座の名称 体育学習における運動技術
開設期間 昭和54年8月6 日～8月23日（ 5日間）
9 時一16ff寺
象 小学校 ・中学校・高等学校の教員対
容一内
一
一帥
義一議
一
講
題 目
山地 啓司｜キネシオロジーから見た技術
田中 久雄 ｜ 運動技術と学習過程
II ｜コンセプトフィルム作成のオリエンテーション
白川 郁子 ｜ 舞踊の技術
田中 久雄 ｜ コンセプト・フィルムのプログラミング横山 泰行｜
西川 友之 ｜ 運動の技術史
問中 久雄 ｜
横E 泰行 ｜ コンセプト・フィルムの撮影
中川 孝 ｜ 運動の技術学習と転移
横山 泰行｜子どもの発達と技術
問中 久雄
横山 泰行 コンセプト・フィルム の編集
コンセプト・フィルム の編集と評価
H H
一 HH
－ コンセプト・フィルムの評価と今後の課題
教養部公開講座
講座の名称 地域・人間・環境
開設期間 昭和54年10月 2日～12月13日（22日間）
18時一20時
対 象 一般市民
講義内容
講 師 題 日
鴨野 幸雄 ｜ 環境保護と行政と住民
6 
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稲垣 保彦 余暇手Jj用の健康学 る
ことを目的としたもので受講者及び研修日程は次のとお
りで？あるn
小島 覚 自然環境における植生の役割
受講者
田中 晋
水系の生態学 経 理 部 文部事務官 松田 毒直
桂木 健次 環境と経済学 寸－ー 生 音日 『？ 作井 功
鈴木 邦雄 動物社会の構造
II II 石川 裕史
人文学部・理学部 円 向川 政彦
高倉 盛安 水質からみた環境保全
乗京 博之II II 
寅 i青jl釜 都市の環境整備 教 育
e
学 音E II 小林 司
足立原 貫 土の思想 II II 武凶 勇夫
II II 新井 浩
河野 昭一 環境アセスメントと環境管理
II II 上木 祐一
藤井 昭二 富山県の地震について 経 i斉 ふ守三＇－ら 音E II 大聖寺一孝
全 員 ノマネルデスカッション II II 古川 泰弘
工 ＇－智・ 昔日 II 稲垣 博明
富山大学事務職員研修 II II 絹石 達也
新任事務職員を対象とした昭和54年度富山大学事務職員 II ’f 林 茂美
研修が， 9月4日（火）から9月7 日（金）までの 4日間 教 養 部 II 福 田 玉虚翌主ー
本部会議室で行われた。 II II 笹岡 博史
この研修は， 国家公務員としての意識の徹底と大学行政 附 属 図 書 館 II 吉岡 泰博
上の基礎知識及び所管事務についての初歩的知識を付与す 経営短期大 学部 II 田中 正博
一一一仏
9 10 1 1  12 13 14 15 16 17 
開オ
リ｜公務員の使｜国の行政組｜国家公務員
エ｜命と心構え｜織と富山大｜制度につい
ン｜ ｜学の概要に｜て
9月4日附i ｜講テ｜ ｜ ついて ｜ ｜休
二／
式引（庶手指限）｜（庶務課 長 ）｜（人事課 長）
のい部つ学に育要教
概
て
’ 概
て
部のい学 つ文学に人理要業てめい課
つ
設に施務
舌自＇＂＇・
（施 設課長） ｜川淵暦輔椴）｜（教育学部事務長）
入て購いのつ品に物等のつ理に経方計
り
て
会あいと算算予て平Jのいの尚子つ国大に
経済学部の｜工学部の概｜固有財産のl共済組合に
概要についl要について｜管理につい｜ついて
て I I て9月5 日や·N 休 舌自'"'' 
（経理部長）｜（主計課長）｜（経理課 長） （睦摘宇都事輯長l I （工学部事務長）｜ （王計草課長補佐） ｜ （主計課韓曹保長）
学生 の 厚生｜講
補導につい
て
話｜学 生課の業
務について 震告雪C手｜甥襲警｜錯誤最妻｜問問用
いて ｜ について
9月6日嗣 休 憩
（学生部次長lI (J新華局長）｜（学生謀長） （厚生課 長）｜（附属図書館耕長）｜（短大事務長）｜（人事謀任用師｝
｜ ｜ア｜閉
職員の給与等につ｜職員の勤｜
いて ｜務時間・｜ン
1 1木日段につ｜憩｜ I �·，.:r ｜ケ｜講｜懇親会9月7 日掛
大学関係法｜教養部の概｜大学の入試
令と学内規｜要について｜について
別について｜ ｜ 休
（庶務課課長補佐）｜（教養部事務長）｜（学生課課長補佐） （人事課給与係 長）｜（人事課輸員保長）］ト｜式
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報
学
昭和54年8月・ 9月号
者航渡外海
問期的目国先航j度渡航の種類1銑
官
属所名氏
7 
。。，｝00
54. 昆虫の発音機構を統御する神経アメリカ合衆 国
張出外国授教工 学 部寛八木
6 
イ・タ港’
香
アル
’
シ一ネポドガ一ンン
レ
イシマ
55 系の電気生理学的研究
東南アジア諸国（特にインドネ
シア）における地質学的調査及
ぴ資料収集
カナダ
海外研修旅行教育学部恒雄相馬 II 
東南アジア諸国（特にインドネ
シア） における生物学的調査及
ぴ資料収集
助教授= 日田中 II II II 
ネびド
及
ン査イ
調
こ
的
特学（
農
国る諸けアおジに
集
ア
）収
南 料束、ン資
彊穴山
8. 11 
8 
54 
II 
ネ調ド
的
ン尚
子
イ
理
に生特育（
体
国る集諸け
収
アお料ジに
資
ア
）び
南 及東シ査
II JI II 
啓司山I也
30 54. 
II 
ネ及ド
査
ン調イ
的
に学特物（
生
国る諸けアお集ジに
収
ア
）
料
南 資束、ンぴ
II II II 
東南アジア諸国（特にインドネ
シア）における農学的調査及ぴ
資料収集
II II 
干巾巾AH阿
講II 
f 
j度漣
東南アジア諸 国（特にインドネ
シア）における気象・水分学調査
及び地球物理 学研究資料の収集
II II 手E力II 善之結城
11 
ODd－Qν 
54 東南アジア諸 国（特にインドネシ
ア）における地質野外調査の予
備調査及ぴ海外地形研究会出席
II 
ノ刊クノ
アル
’
シ一ネポドガ一ンン
レ
イ
シ
マ
II II 理 学 部邦夫川 田
II 授教教 養 部日召ご二藤井
7 54. 
13 
061’Qd 
54 
コ•7開発協力基礎調査
メ，キシコ
張出外国理 学 部貞作小林
54 
アメリカ合衆国
連合王国
フランス
凋告。，U81
良U
54 地震実体波のラディエイション
パターン の解析による震源、近傍
の地震波速度異方性の研究
アメリカ合衆 国
II 
助教授一朗川崎
31 
附属幼稚園教 頭
9 . 12 
10 
55 
54. 欧米諸 国の教育， 文化， 社会事
情を視察し， 今後の教育活動の
資とする。
スン
ア国ラキ和フ
国
パ共
’衆
ロ邦ク合ス連
一カ
コツマリエイ
ン
メ
チ
ド
テア
II 
II 
II 
11 54 
教育学部和子志波
9 . 15 
11 
54 連合王 国
スイス
オーストリア 14 54 
経済成長論に関する研究II 助教授II 晃三量神沢
ここに御冥福を祈 り， 謹んで哀悼の意を表します。
宇佐美技官は， 昭和36年10月富山大学工学部に炊婦とし
て採用され， 同50年8月調理 士に配置換， 誠実な 人柄とま
じめな勤務でよくその職務を全うされました。
宇佐美喜代美さん逝去 l
報言
ト
｜工学部文部技官
肺炎， 胸膜炎のた
8月17日逝去され
工学部文部技官宇佐美喜代美さんは，
め高岡市民病院に入院加療中のと ころ，
ました。
亨年54オ
8 
昭和 45年8月・ 9月号
〈新任者〉
事 務 局
職 員 消 息
技能補佐員 堀内 道子
教育学部
臨時用務員 見角 光子
理 学 部
助 教 授 小畑 正明
附属図書館
事務 補佐員 塚原 美幸
〈住所変更〉
事 務 局
文部事務官 高邑 英市
教育学部
教 諭 稲垣 実
II 潟岸 一宏
堅手議長白野 明
文部事務官 新井－ j告
工 学 部
教 授 宇佐 美四郎
助 教 授 龍山 智栄
技能補佐員 川口 幸子
教 養 部
文 部技官 i\1i) Fil 正道
主 要 日 誌
部
8月 3 日 工学部移転促進小委員会
10日 第 2 回公務員宿舎委員会
学
15日 給与勧告説明会（於 名古屋国税総合庁舎）
1 7～18日 昭和54年度北陸 4 大学課外活動担当者研修
会（於 金沢大学）
2 1～22日 1 1大学経理部長会議（於 神戸大学）
28～31日 第23回（昭和54年度） 中部地区学生補導厚
生研究 会東海・北陸地区研修会（於 富山県民会
報
第193号
館）
30日 健康・安全管理組当者研修会（於 名古屋合同
庁舎）
9月4 ～ 7 日 昭和54年度富山大学事務 職員研修
11日 第3 回入学：試験管理委員 会
1 4日 第3 回大学院委員会
17日 昭和55年度共通 第 1次学力試験に関する情報処
理事務連絡会（於 名古屋大学）
構内交通対策委員 会
18～22日 昭和54年度東海・北陸地区国立学校等係長
研修（於 富山大学）
19日 短期高等 教育機開設置調査会（於 文部省）
19～20日 第31四国立大学学生部次長協議会（於 北
海道 教育大学）
20～2 1日 昭和54年度東海・北陸地区国立大学厚生課
長会議（於 福井大学）
22日 質量分析装道家運営委員会
25日 会計係長会議
25～26日 長期給付実務担当者研修会（於 金沢市）
27日 第 7回評議会
文部省給与監査
28 ～29日 第14回東海・ 北陸地区間立大学事務局長会
議（於 悩井大学）
9月 1 日 学部予算委員会
3 日 授業開始
5日 教授会
8 ～9 日 秋のl泊レクリェーション（片山津j昆泉）
14日 前学期授業終了
19日 教授会
人事 教授会
8月6 日 富山大学 教育学部公開講座開講（8月23日 まで）
25～26日 呉山会レクリェーション（山代温泉）
27日 附属小学校 第 2学期始業式
29日 附属中学校 第2学期始業式
9月 1 日 附属養護学校 第 2学期始業式
附属幼稚園 第2学期始業式
2 ～3 日 附属中学校学校祭
5日 図書 委員会
6日 教務委員 会
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昭和5 4年8月・9月号
学
7 日 補導委員会
7 ～ 8日 日 本教育 大学協会 北陸地区 第二部 会
数学部門研究協議会（於 新潟 大学）
10日 教務 ・ 補導合同委員会
教育実習開始
12日 教授会
人事教授会
日 本教育大学協会第二部 会 理事会（於 東京学
芸大学）
13日 予算委員会
19日 教務委員会
人事教授会
経済学部｜
8月2 日 第7回（緊急） 人事教授会
8日 第8回（緊急） 教授会
31日 第 8回人事 教授会
9月 1 日 前学期授業開始
3 日 第8回日 本海経済研究所運営委員 会
4 日 第2 回学部図書委員会
5 日 第9回 人事教授会
第9回教務委員 会
釘19回教授会
第 2回学部施設整備委員会
7 日 時�j学期授業終了
12日 第9 回日 本海経済研究所運営委員会
第10回 人事教授会
第3 回財務委員 会
第10回教授会
19日 第10回日 本海経済研究所運営委員 会
21日 第3 回学部図書委員 会
25日 第 3 回 各種委員選考委 員会
26日 第11回 人事教授会
第10回教務委員会
第11回教授会
E里
学
8月24日 人事教授会
25 ～31日 大学院理学研究科入学願書受付
28-31日 物品検査部 内予備検査
9 月 8 ～9 日 秋の 1泊レクリエーション（片山津温泉）
10～11日 大学院理学研究科入学試験
12日 学部補導委員会
報
第193号
教授会
埋学研究科委員会
1 4日 前学期授業終了
17日 大学院理学研究科会格者発表
工
学
部
｜
8月2 日 将来計画委員 会
8日 工学部教 職員厚生事業運営委員会
23日 将来計画委員 会
31日 教員選考委員会
9月 1 日 専任教授会
4 ～5 日 大学院工学研究科入学試験
10日 教務委員会
12日 教授会
専任教授会
工学研究科委員会
1 3日 事務連絡会議
将来計画委員会
1 4日 大学院工学研究科合格発表
19日 専任教授会
20日 将来計画委 員 会
21日 施設見直し委員会
26日 共通機器運営委 員 会
27日 前学期授業終了
29日 将来計画委員会
教 養
8 月17日 教授のみの教授会
9月5 El 教務 委員会
8日 内地・白：外研究上司に関する委員会
12日 教授会
教授のみの教授会
26日 紀要委員会
29日 補導委員会
｜
附属図書館｜
8月 4 日 事務打合せ会
25 ～26臼 職員レクリエーション（片山津温泉）
28日 第29回北信越地区国立大学図書館研修会（於
富山医科薬科大学）
9月11日 外国雑誌購入費（自然科学系）の打合せ会
25日 商議会
AU 
昭和54年8月・ 9月号
学
報
第193号
26 B 事務打合せ会
｜
経営短期大学部｜
8月6 日 第6回教授会
9月1～ 2 日 職員 レクリエーション（片山津温泉）
3 日 授業再開
10～14 日 前学期末試験
13日 第 7 回教授会
27日 人事関係事務処理状況調査
第8国教授会
噌EA句A
昭和54年8月・ 9月号
学
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編 集 富 山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 第 一共同印刷株式会社
富山市太郎丸122 0 -2 
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